
令和 7 年度 沖縄県建設産業 現況アンケート調査 

                
                   （一社）沖縄県中小企業診断士協会 

                       ちゅらしま建設業相談窓口 

 

 

【調査目的】 

現在、沖縄県の建設業は担い手の確保・育成や魅力発信、労務費基準への対応の他、建設
業の経営力の強化等が大きな課題となっております。そこで、このたび（一社）沖縄県中小
企業診断士協会では、沖縄県土木建築部 技術・建設業課からの委託事業の一環として本ア
ンケート調査を実施することになりました。今後の社会変化を見据え、建設業の経営力強化
に向けた施策展開に反映させることを目的に実施するものです。 

 

【留意事項】 

〇このアンケート調査は（一社）沖縄県建設業協会、（一社）沖縄県中小建設業協会、 

（一社）沖縄建設産業団体連合会等の建設業団体の会員企業様にご協力いただき、アン
ケート用紙の返信および面談によりご回答をお願いする仕組みとなっております。 

 〇数値や割合などを回答する設問については、なるべく直近の状況・データに基づきご回 

答ください。 

 〇本アンケート調査の回答は統計的に処理し調査結果は目的以外に使用することはあり 

ません。 

 〇アンケート調査結果は、個別企業名や個別担当者名を公表すること、目的外利用する 

ことはありません。 

 〇趣旨をご理解いただき、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、ご協力の程なにとぞよろしく
お願い申し上げます。 

 

 

【回答をお願いしたい方】 

各企業の経営者、経営幹部等 

 〇回答期限を令和 8 年 3 月 20 日（金）までに本紙ご回答頂き、FAX：098-917-0022 

  又は メール：akamine.k@oki-shindan.or.jp 宛にて返信をお願い申し上げます。 

 

WEB 回答の場合 → https://x.gd/spZr8 

または（沖縄県中小企業診断士協会 HP→新着情報→建設業アンケート）をクリックのうえ
ご回答ください。 

 

 

 

お問い合わせ 

（一社）沖縄県中小企業診断士協会 ちゅらしま建設業相談窓口（担当：赤嶺） 

    TEL：098-917-0011    FAX：098-917-0022 

mailto:akamine.k@oki-shindan.or.jp


1 貴社の概要 

               

貴 社 名  

本社所在地  

ご回答者役職・氏名  

所 属 団 体  

 

 

 

従業員数 

1.  1～ 5 人以下    5.   31～ 50 人以下     9.  201～300 人以下 

2.  6～10 人以下    6.   51～ 70 人以下    10.  301～以上 

3.  11～20 人以下    7.   71～100 人以下 

4.  21～30 人以下    8.  101～200 人以下 

 

直近決済年度の 

完工高 

1. 1,000 万円以下          5.   3 億円超～ 5 億円以下    9.  50 億円以上～ 

2. 1,000 万円超 ～ 5,000 万円以下    ６.  5 億円超～10 億円以下   

3. 5,000 万円超 ～ 1 億円以下    ７.  10 億円超～20 億円以下   

4. 1 億円超   ～ 3 億円以下    8.  20 億円超～50 億円以下 

 

主な工事内容 

（公共・民間） 

1. 公共工事が主（公共が概ね 80%以上） 

2. 民間工事が主（民間が概ね 80%以上） 

3. 公共工事・民間工事が同程度 

公共工事の発注者 

(主を一つ選択) 

 

1. 国 

2. 都道府県公共工事・民間工事が同程度 

3. 市区町村 

 

主な工事内容 

（土木・建築） 

1. 土木工事が主（土木が概ね 80%以上） 

2. 建築工事が主（建築が概ね 80%以上） 

3. 土木・建築が同程度 

 

完工高に占める 

最も多い請負階層 

1. 元請 

2. 1 次下請(元請から工事を請け負う者) 

3. 2 次下請以下(1 次下請から工事を請け負う 2 次下請及びさらに高次の下請） 

 

全売上高に占める

建設業以外の売上

高の割合 

（不動産・資材販売等） 

1. 全売上に占める建設業以外の売上高の割合は 50%未満 

2. 全売上に占める建設業以外の売上高の割合は 30%未満 

3. 全売上に占める建設業以外の売上高の割合は 10%未満 

4. 全売上に占める建設業以外の売上高の割合は 0%（建設業以外の収益事業はなし） 

建設業以外の事業 1. なし  2. あり 事業内容を記載（          ） 

最も多い請負階層 1. 元請  2. 1 次下請  3. 2 次下請  4. 3 次以下の下請 

1. 土木一式工事業   8. 電気工事業             15. 板金工事業           22. 電気通信工事業 

2. 建築一式工事業   9. 管工事業               16. ガラス工事業        23. 造園工事業 

3. 大工工事業     10. タイル・レンガ工事業   17. 塗装工事業           24. さく井工事業 

4. 左官工事業        11. 鋼構造物工事業         18. 防水工事業         25. 建具工事業 

5. とび・土木工事業  12. 鉄筋工事業             19. 内装仕上工事業     26. 水道施設工事業 

6. 石工事業          13. 舗装工事業             20. 器具設置工事業     27. 消防施設工事業 

7. 屋根工事業        14. しゅんせつ工事業       21. 熱絶縁工事業       28. 清掃施設工事業 

                                    29. 解体工事業 

許 可 業 種 

(〇は複数可) 

主要 3 事業まで 
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 2 経営全般 

 

 

 貴社の「公共工事」「民間工事」それぞれの［直近決算の受注状況］は前期決算と比べていかがですか。

受注件数、受注額について、それぞれ該当するものを１つだけ選んでください。 

 また、［現在の経営状況］や［今後の見通し］をどのようにお考えですか。該当するものをそれぞれ 

１つだけ選んでください。 

 

 

 

 

 

  

 

 

・最も重視する経営戦略を１つだけ 

選んでください 

 

 

 

 

 

 

［直近決算の受注状況］         

区 分 増加した 前期決算並 減少した 

公共 

工事 

受注件数 □ □ □ 

受 注 額 □ □ □ 

民間 

工事 

受注件数 □ □ □ 

受 注 額 □ □ □ 

［現在の経営状況］   ［今後の見通し］ 

区 分   区 分 

好転した □   好 転 す る □ 

前年並み □   変わらない □ 

悪化した □   悪 化 す る □ 

□ 建設業本体での企業体質の強化 

□ 合併や協業化などの企業連携 

□ 新分野進出、経営の多角化  

□ 異業種への完全な事業転換  

□ 廃業、事業譲渡 

□ 現在、経営戦略を検討中  

□ 特に明確な経営戦略は持っていない       

□ その他 

□ 得意分野への専門化  □ 経費の削減 

□ 民間需要の開拓  □ 下請との関係見直し 

□ 提案型営業への転換  □ 資材等取引先関係見直し 

□ 合併 □ 情報システムの強化 

□ 事業協同組合等の協業化 □ 新技術等の開発・導入 

□ 事業の一部譲渡  □ 社員の経営能力向上 

□ 事業の一部買収 □ 社員の資格取得促進 

□ 事業者ネットワークへの参加 □ 高度な人材の採用 

□ 人員の削減 □ その他    

貴社の経営状況において直近決算の業績状況はいかがですか。 ☑選択をお願いします 

 

貴社の経営戦略について 

コメント： 

・経営戦略で取り組んでいるものを下枠表の中から３つ以内

で選んでください 
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コメント： 



 

 

新分野（本業での海外進出も含む）への取り組み状況について伺います。左側の欄で該当するものを選ん

でください。また、点線で囲まれた部分（複数回答可）に該当する場合は、右側の欄（「具体的な分野」 

・複数回答可）にもご回答願います。 

                       具体的な分野（複数回答可）   進出 検討 撤退 

 

□ 既に新分野進出を行っている 

□ 新分野に進出したが撤退 

□ 新分野進出を具体的に検討 

□ 新分野を模索している段階 

□ 新分野に進出する考えはない 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

新規展開（米軍工事）への取り組み状況について伺います。左側の欄で該当するものを選んでください。

また、点線で囲まれた部分（複数回答可）に該当する場合は、右側の欄（「具体的な内容」・複数回答可）

にもご回答願います。 

米軍工事への対応状況                 参入課題（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康・福祉関連分野  □ □ □ 

環境・リサイクル分野 □ □ □ 

農業等１次産業関連分野 □ □ □ 

情報通信（ＩＴ）関連分野 □ □ □ 

飲食・宿泊施設・不動産分野 □ □ □ 

文化レジャー・観光分野 □ □ □ 

建設関連分野（住宅リフォーム分野含む）  □ □ □ 

その他の分野（海外進出含む）   □ □ □ 

    

  

 

新分野（経営の多角化）への進出について 

コメント： 

 

米軍発注工事への参入について 

□ 既に参加（元請）している 

□ 既に参加（下請）している 

□ 取組みを具体的に検討している 

□ 取り組みたいが、すぐ取り組む予定はない 

□ 取り組む予定はない 

□ 過去参加していたが撤退した 

□ 資金的に困難（ボンド（履行保証金）） 

□ 参入に係るノウハウを習得中 

□ 対応できる人材（業務・語学）がいない 

□ 取り組み方がわからない 

□ 必要性を感じない 

□ 民間・公共工事で手一杯 

□ その他 

 

参入検討にあたり、どの様な行政支援を希望しますか。具体的に教えて下さい。 

コメント例：ボンド率の縮減や分離・分割発注ができるように交渉の継続強化等… 
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具体的内容： 

 

※積極的なご意見の記入協力をお願いします。 



3 改正建設業法 請負契約に係る労務費基準 

・2025 年 12 月 12 日全面施行の改正建設業法により、国土交通省が示す「労務費の基準」を大幅に下回

る見積り・契約が禁止されました。 

 

４ 

https://www.google.com/search?q=%E5%8A%B4%E5%8B%99%E8%B2%BB%E3%81%AE%E5%9F%BA%E6%BA%96&rlz=1C1UEAD_jaJP1169JP1169&oq=%E6%94%B9%E6%AD%A3%E5%BB%BA%E8%A8%AD%E6%A5%AD%E6%B3%95%E3%80%80%E5%8A%B4%E5%8B%99%E8%B2%BB%E5%9F%BA%E6%BA%96%E3%80%80%E9%81%A9%E7%94%A8&gs_lcrp=EgZjaHJvbWUyBggAEEUYOdIBCTEwNDQzajBqN6gCCLACAQ&sourceid=chrome&ie=UTF-8&ved=2ahUKEwj0ur-MqbySAxVtklYBHQeSObIQgK4QegQIARAC


 

次の取組について、左側の欄で、該当するものにチェックを入れてください。 

また、点線で囲まれた部分に該当する場合は、右側の欄（主な理由・複数回答可）もご回答願います。 

 

➀労務費基準に関する認識・取り組み            （複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

②労務費基準の運用において、特に課題と感じている点は何ですか。 

 

③労務費基準の運用順守を実施する場合の課題があれば教えてください。 

 

④元請先や下請先（協力会社）に対し労務費基準を逸脱した提示があった際には修正協議を行いたいと

思いますか。 

 

 

⑤日頃、労務費基準は実際の原価管理や見積業務にどの程度活用されていますか。 

 

⑥労務費単価の見直し頻度はどのくらいですか。 

労務費基準のルール、運用について 

□ 既に取り組んでいる 

□ 取組みを具体的に検討している 

□ 取り組みたいが、すぐ取り組む予定はない 

□ 取り組む予定はない 

□ 未認識・知らなかった 

 

□ 同業他社の対応動向を様子見する 

□ 元請との関係性悪化の懸念がある 

□ 今後の受注・業績悪化への懸念 

□ 必要性を感じない 

□ その他 

 

コメント 

□ はい   □いいえ  

 

いいえを選択した方に伺います。協議しようと思わない理由をご記入ください。 

 

・ 

□ 常に活用している   □場合によって活用している   □ほとんど活用していない    

□ 定期的に実施している   □不定期に実施している   □見直していない    

□実勢賃金との差が大きい       □技能者不足による単価上昇への対応が難しい    

□元請／発注者との価格交渉が困難   □現場ごとの差が大きい     □特になし 
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CCUS の導入・活用について 



① 建設キャリアアップシステムについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 経営基盤強化 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ インセンティブ（成績評定等）加点があるため 

□ 受注機会の創出 

□ CCUS の普及に協力したい 

□ 技能労働者の処遇改善・担い手確保に繋がる 

□ 現場管理の効率化 

□ その他（               ） 

 

□ 事業者登録・技能者登録している 

□ 登録申請中 

□ 登録を検討中 

 

□ 登録する予定はない 

登録理由（複数回答可） 

 

□ 登録しなくても工事受注に影響がないため 

□ 登録の実務手続きが煩雑なため 

□ 登録料、カードリーダー等費用が高いため 

□ CCUS を活用する現場が少ない、機会がない 

□ その他（                ） 

  

将来にわたって建設業に携わる技能者が技能と経験に応じた適正な評価や処遇を受けられる環境を整備 

 

人出不足対策について  

□ 均等が取れている（10 割） 

□ おおむね適正である（８割程度）  

□ あまり適正でない（５割程度）  

□ ほとんど適正でない（３割程度）  

□ 全体的に改善の余地あり （1 割程度） 

□ 20～29 歳：＿＿％ 

□ 30～39 歳：＿＿％ 

□ 40～49 歳：＿＿％ 

□ 50～59 歳：＿＿％ 

□ 60 歳以上：＿＿％ 

 

 

① 貴社の現状（直接雇用する在籍職員）       ② 全職員の年齢階層の構成割合 

③ 現在の求人状況  

□ 現在行っている 

□ 今後行う予定がある 

□ 以前は行っていたが現在は行っていない 

□ 行っていない 
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□1 級・2 級施工管理技士（現場監督） 

□ 技術職（技能工・職人） 

□ 設計・積算 

□ 重機オペレーター 

□ 営業・事務員 

 

• 事務・管理部門 

 

④ 募集職種（複数選択可） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材育成の基本方針・体制 

① 貴社では人材育成に関する明確な方針・計画を定めていますか。（単一選択） 

□ 全社的な育成方針・中長期計画があり、文書化されている 

□ 方針はあるが、明文化・共有は限定的 

□ 部署・現場ごとに個別対応している 

□ 特に定めていない 

 

② 人材育成を主に担う体制について教えてください。（複数選択可） 

□ 専任部署（人事・教育担当）がある 

□ 兼任担当者がいる 

□ ハローワーク、求人広告誌 

□ 自社ホームページ、各種ＳＮＳ 

□ 従業員、知人紹介 

□ 行っていない 

 

⑤ 主な展開媒体（複数選択可） ⑥ 求人条件の見直し、取組状況（複数選択可） 

⑤  □ 賃金の引き上げ（処遇） 

□ 労働時間・休日の改善 

□ 福利厚生の充実 

□ 女性、未経験者採用の拡大 

□ 特に見直しは行っていない 

□ 若年層の応募不足 

□ 高齢化の進行 

□ 経験者不足 

□ 経験者が集まらない 

□ 求人コストが高い 

 

 

□ 女性、未経験者採用の拡大 

□ 特に見直しは行っていない 

⑦ 建設業の求人における主な課題を選択してください。（複数選択可） 

⑥  

⑦  

コメント 

人材育成について  （複数選択可） 
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□ 現場責任者・職長が担っている 

□ 外部機関（研修会社、業界団体等）を活用している 

□ 特に担当者はいない 

 

若手・新入社員育成（技能・意識） 

③ 若手・新入社員に対して実施している育成内容（複数選択可） 

□ 現場 OJT（先輩社員による指導） 

□ 安全教育・KY 活動 

□ 施工管理・品質管理の基礎教育 

□ 社会人マナー・意識教育 

□ 定期的な面談・フォロー 

□ 特に体系的な育成は行っていない 

 

④ 若手育成の充実度について、最も近いものを選んでください。（5 段階評価） 

□ 非常に充実している 

□ ある程度充実している 

□ どちらともいえない 

□ あまり充実していない 

□ 全く充実していない 

 

中堅・ベテラン層の育成・役割 

⑤ 中堅・ベテラン社員に対する取り組み（複数選択可） 

□ 技能・技術の高度化研修 

□ 現場代理人・管理職研修 

□ 若手指導者としての教育（教え方研修等） 

□ 資格更新・新規資格取得支援 

□ 特に実施していない 

 

⑥ 技能・ノウハウの継承状況について（単一選択） 

□ 計画的に継承できている 

□ 一部の現場・人に限られている 

□ 属人的で、十分とはいえない 

□ ほとんど継承できていない 
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資格取得・外部研修 

⑦ 資格取得支援の内容（複数選択可） 

□ 受験費用の補助 

□ 講習・講座費用の補助 

□ 合格時の報奨金 

□ 勤務時間内での受講配慮 

□ 特に支援は行っていない 

 

⑧ 外部研修・講習の活用状況（単一選択） 

□ 積極的に活用している 

□ 必要に応じて活用している 

□ あまり活用していない 

□ ほとんど活用していない 

 

人材育成の課題認識 

⑨ 人材育成における主な課題（複数選択可） 

□ 育成に割く時間が確保できない 

□ 指導できる人材が不足している 

□ 若手の定着率が低い 

□ 教育コストの負担が大きい 

□ 育成効果が見えにくい 

□ 特に課題は感じていない 

 

 

今後の方向性 

⑩ 今後、力を入れたい人材育成分野（複数選択可） 

□ 若手技能者の育成 

□ 施工管理技術者の育成 

□ 女性・多様な人材の育成 

□ DX・ICT 施工への対応 

□ 管理職・マネジメント人材の育成 
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⑪ 人材育成に関して、行政・業界団体に期待する支援（複数選択可） 

□ 補助金・助成制度の拡充 

□ 研修・講習の充実 

□ 共同研修・合同育成の場 

□ 情報提供・事例共有 

□ 特に期待しない 

 

 

 

給与・処遇 

① 貴社の給与水準について、業界内での位置づけとして最も近いものを選んでください。（単一選択） 

□ 業界平均より高い 

□ 業界平均と同程度 

□ 業界平均よりやや低い 

□ 業界平均より低い 

□ わからない 

 

② 昇給・評価制度の明確さについて（5 段階評価） 

□ 非常に明確で、社員に十分周知されている 

□  概ね明確である 

□ どちらともいえない 

□ 明確ではない 

□ 全く明確ではない 

 

休暇制度・ワークライフバランス 

③ 法定以外の休暇制度の整備状況（複数選択可） 

□ 完全週休 2 日制 

□ 週休 2 日制（隔週・現場単位） 

□ 夏季・年末年始休暇 

□ 有給休暇の計画的付与 

□ 特別休暇（慶弔・育児・介護等） 

□ 法定休暇以外は特にない 

労働環境の整備について 
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④ 有給休暇の取得状況について（単一選択） 

□ 取得しやすい環境が整っている 

□ ある程度取得できている 

□ 部署・現場により差がある 

□ 取得しにくい 

□ ほとんど取得されていない 

 

残業・長時間労働対策 

⑤  時間外労働の管理状況について（単一選択） 

□ 厳格に管理し、抑制に取り組んでいる 

□ 管理はしているが、抑制は十分ではない 

□ 形式的な管理にとどまっている 

□ ほとんど管理できていない 

 

⑥ 残業時間削減のために実施している取り組み（複数選択可） 

□ 業務分担・人員配置の見直し 

□ ICT・DX 施工の導入 

□ 書類作成・事務作業の効率化 

□ 工期設定の見直し・調整 

□ 特に実施していない 

 

福利厚生・職場環境 

⑦ 実施している福利厚生制度（複数選択可） 

□ 各種社会保険の完備 

□ 退職金制度 

□ 住宅手当・家賃補助 

□ 通勤手当・車両手当 

□ 作業服・安全用品の会社支給 

□ 福利厚生サービス（外部サービス含む） 
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⑧  メンタルヘルスケア・相談体制 

□ ストレスチェックの実施 

□ 産業医・外部相談窓口の設置 

□ 管理職向けメンタルヘルス研修 

□ 社内相談体制の整備 

□ 特に実施していない 

 

総合評価・今後の方向性 

⑨  労働環境全体としての整備状況について（単一選択） 

□ 非常に良好 

□ 概ね良好 

□ どちらともいえない 

□ 課題が多い 

□ 非常に課題が多い 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

・公共工事の円滑な施工の現状や問題点、ご意見等、自由にご記入ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

貴社の経営課題は何ですか。 

具体的に記載をお願いします。 □ 財務状況の改善 

□ 技術者不足・担い手の確保・人材育成 

□ 事業承継者の確保 

□ ICT 技術導入にむけた生産性向上 

□ その他（記述） 
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5 ご意見・要望について 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

県内建設業の課題解決や施策にむけたご意見・ご要望をお寄せください。   

 

上記内容の課題に対して、ちゅらしま建設業相談窓口の支援を受けたいですか。 

1. 支援を受けたい         2.  □ 当面は必要ない 

□ 企業の経営力強化         3.  □ その他（記述） 

□ 担い手の確保・育成  

□ 各助成金制度 

□ 労働環境の改善 

ちゅらしま建設業相談窓口が実施する無料セミナーで受講したい内容をお聞かせください。 

開催を希望するテーマ（内容）などを記入ください 
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担い手の確保・育成のため施策として要望する内容について具体的にお聞かせください。 


